日立過熱水蒸気才ープンレンジ型式 MRO - LV 300 

カンタンご使用ガイド 


詳しくは「巧あ説明書 J をご黄ください。 
口画溝な f 「 取扱説陥 J の言就 


初めてお使いになるときの準備 


II も図にしたがって設置し、 
アースを取り付ける 
安全上のごを意 l -» P .10 〜 15) 
をお読みになり正しく設置 
してください。 


Ocmfl± 



OcmHh 


/ 本体の両側面と背面は、壁やま具などにぴったりつけても大丈夫でず。 
周囲の保護のために 

周囲が熱に弱い壁材や家具でない場所に据え付けてください。背面の壁がガ 
ラスの場合、温度差で割れるおそれがあるので、 20 cm な上あけてくだごい。 
左図の距離をあけても、排気でミちれたり結露することがあります。距離をさ 
らにあけるか、壁面側にアルミホイルを貼ると汚れや結露を輕減できます。 


0 トリプル重量センサー ( GPS ) の ro 点調航をする 

0電源プラグをコンセントに差し込み、一度ドアを開ける 
電源が入り、表示部に「初期画面」が表示されます。 

@加熱室底面にテーブルプレートをセツトずる（「テ マエ」 刻印を手前に） 

0 ドアを閉めて 吊手入れ•設定 I 巧点調爾 をタッチし、[繫で]を巧す 

「ピツ」とブザーカ鳩り、数秒後、重量センサーの0点調節が終了しまず。 [-> P .5 1 



0 空焼き(脱臭)をずる 

〇テーブルプレートを外ず 

0空焼き(脱臭)をずる (I お手入れ•號帷臭をタツチし、 


舞巧 


を押ず） 巧 


才ート調理の使いかた (但 27 牛肉の塩蓋焼き I ) 


の む 


〇 


ドアを開けて、 

食品をのせたグリル皿 
を入れ、ドアを閉める 

水道水を給水ずる 

〇 給水タンクを本体から引き出ず 

0 給水口ふたを開いて給水する 

給水□内の棒（満水ゲージ） 
先端までで満水でず。 

(水平にして確認ずる） 

@ 給水□ふたを閉める 

0 給水タンクを本体に 
セツトずる 
周囲のレッグカバー 
と同じ位置まで押し 


込みまず。 


給水タンクレッグカバー 


& 

0 


料理集から、調理分類、焼き物 


の順にタツチずる 


肉 I をタッチし J 次し I 牛肉の塩塞焼き 
の順にタツチずる 


難 


を押してスタートずる 
終了音が鳴ったら 食品を取り出す 



トリプル重■センサーの0点調節のお願い 
•日常ご使用の巧を、ときどき0点調節を巧ってください。 

調理を上手に仕上げるためでず。 p.sH 


ドアを開けると電源が入りまず 


電源プラグをコンセントに差し化んだだけでは電源 
が入りません。 

電力を節約するため、ドアを閉めて約10分間操作が無いと 
自動的に電源を切り、表示部の「初期画耐も消え、ボタン 
を押しても受け付けません。ドアを開閉すると電源が入り、 
表示部に「初期画面」が表示され、ボタンを受け付けます。 


お願い 

参使用する水は塩素消毒された水道水をご使用ください。 

なお硬度の高し冰を使用した場合は、カルキ(白い粉)が噴出した 
り、長期間使用ずるとスチーム噴出□が詰まることがありまず。 

噴出□が白く付着が目なつようであれば、国内産のミネラル 
ウオーターをおずすめしまず。また下記の水を使うとさは、カビや 
雑菌び発生しやすくなるため、毎回給水タンクを洗ってください。 

•を水器の水 • アルカリイオン水 

•ミネラルウオーター•井戸水など 


© 使用後はお手入れ、 7 jc 抜きをずる f 手動調理の使いかた 这 



加熱室奥面の巧の中が、明るくなったり、暗くなったりします。 
加熱室の温度を一定にずるため、熱風ヒーターの通電を 
断続しまず。 


•調理終了後は給水タンクの残水を捨て、パイプの水抜き 
を行ってください。 一本 書 P 3 I •パイプの水抜き j 1 
参加熱室の離が;令えてから、加熱室内に付着した水滴をふき取ってください。 


片71〜85 
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才-卜調理の操作方法 


才ート X ニユーは調理分類、 X ニユー番号、が 
から選ぶことができまず。 


調理分類から;>< ニューを選ぶ 


焼き物、焼き蒸し、獄ず物、自家製食品などの調理分類から乂ニユーを選ぶことができまず 


HEALTHY CHEF 



Q 婉械コス 

が巧をから 

巧ったム- 

Q 招あ下ゆで 

スピード 

簡単•厮 IJ 

材料別 

圆レンジ 

乃-しは-で 
州ル.発酱 

1お臥れ 

し醜 



e 



例: 022 A ンパー グを 選択した場合 


<煤!地! ドアを勵ブると電源が入ります 

龜 


ニューに合った付属品と食品を入れ、ドアを閉める 
スチームを使う:)(ニューは給水タンクに満水ラインまで 
水を入れてセットずる 

X メニューによって使う付属品が異なりまず。操作手順や料理集、液晶画面の 
イラストに従い、正しくセットしてください。 


〇 


才ート調理で使う付属品一度 〔今 P .21 〜32 ) 


その他の調理分類の選択方法 

M 國でぺージ移動 


料理集から、調理分類を タツチし、 焼き物 をタッチずる 




統ため〕ス 

L 譽から 

使ったた 1- 

辭ホ.下ゅグ 

ド 

3概 U 

が料別 

レンジ ' 

於ムな-で/ 

1化!ル.発酱 

お手入れ1 
[誠 ： J 


が:お巧 ill から 


-番号 


も卜1調理が i 婷前 lie 欣功 

政き物 

グラタン 

キッシュ 

焼き蒸し 
' いため物 

冷, 

揚げ物 

スイーツ 


焼き物 

グラタン 

キッシュ 

焼き蒸し 
いため物 

蒸し物 

揚げ物 

スイーツ 


来 N 調理分類 が:前1 2/2 1次功 

ピザ ■パン 
卜 ー スト 

ごはん物 
麵 

スープ 

自家製食品 

セツトメニユー 

2品同時 

ヘルシー 


ぺージの移動方法 


网を タツチし、 I 八ンバー が を タツチずる 


か S 焼き物 

Lj 

魚介 その化 

戸えから 

fs ^ 



ォ-卜肉 （< 前1 1 巧恢> > 

L ^、'- グ 

ハンバーグ 

诚;臓 

於茜の 

ステーキ 


お 2 i ハンバーグ 


{MW} 


X ニユー選択画面などで、ページ 
が鶴&ある場合は、画面&上の I 前1， 
@をタツチすることでページを 
移動ずることができまず。 

XI ぺージのみの場合は表示されません 


論 / ぶぶ ■ I ▲ 1 

就若-胃 K 因 

スター トを巧して調理を開婿 


仕上がり調節をずるときは 


解凍 

あたため 

_ 万ず 二 五 __ 
あたため1 

天ぷらの 
あたため 

, 





r タッチずると前ぺージに 
移動しまず 


鱗 


を巧してスタートずる 



補 脚 ij 

11 

スチ^ム 


タン 終了音が鳴ったら食品を取り出ず 


タッチすると次ページ 
に移動しまず 

ぺージ数 

(現ぺージ/全ぺージを表しまず） 
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ニュー番号から X ニューを選ぶ 


クッキングガイドに記載されている/ニュー番号から/ニューを選ぶことができまず。 



Q 婉械コス 

が巧集から 

巧ったム- 

Q おあ下ゆで 

スビード 

簡単•概 IJ 

が料別 

圆レンジ 

乃-しは-で 
州ル.発酱 

I お手人れ 

し醜 
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例: 022 A ンパーグ を選択した場合 


ドアを開けると電源が入ります。 



X ニューに合った付属品と食品を入れ、ドアを閉める 
スチームを使う X ニューは給水タンクに満水ラインまで水を 
入れてセットずる 

XX ニューによって使う付属品が異なりまず。操作手順や料理集、液晶画面の 
イラストに従い、正しくセットしてください。 


才ート調理で使う付属品一覧 (3^ P -21 〜32 ] 


0 |料理集から I 、 lx ニュー番号 I をタツチしの、同、回をタツチずるく^固を2回タツチし、度畳 

1をタツチしても/ニュー 


統诚コス 

缺集から 

巧ったたュ- 

辭凍下ゅグ 

哦利 

が料別 

レンジムレ織 

お手入れ I 
[誠： J 


が:料理 II から 


調理側 


-審ち 


■卜! 《 ^ニユー番号 

m 驟微式ち 

I 1 II 2 II 3 II 

4 II 5 1 りリア) 

I 6 II 7 (1 8 II 

9 IhO ||; 決遮) 


0 


決定をタツチずる 


トトメニュー番号 


No 022ハンパ-グ 

:立 J 祖互!画 
山心山 [jJLO 



犯 21 ハンバーグ 


巧 


[ MW ] 


仕 手がり 

■+ ! A I 


グリル皿•高， 

テづげレ-卜 

スタート对甲して調逸を開搪 


をタツチしてちゾ ニュー 
を選択でさまず。 

もトメニュ—ち 

WKSB 料賴のタニューまち 
軍一 を入れてください 

山の凹 La ] 山幽 
田の田田の网 

※一巧のメニュー番号の 
場合、 


「一巧の数字い決定 


でメニューを表示ず 
ることができます。 


仕上がり調節をずるときは 




な 

お 

ザ叮 

の 

表 

示 

星 


繫で 


を押してスタートずる 


タン 終了音が鳴ったら食品を取り出ず 


乂ニュー画面のち上にま示されている I 材斜 I をタツチずることにより材料を確認ずることができまず。 

I — 「材料」を巧ず 

「とじる」を押すとメニュー画面に戻りまず 
「▲_!「▼」を巧ずと材料ページを移動しまず 
ボタンの色が薄い場合、操作はできません 


でゎ 野菜いため 


A 給水 
グリル皿ぶた 
グリル皿■イを 
テ-ブルプレ-卜 



スタートを押して調理を闊婿 


?ミ2 :野菜いため 


I 材料 （2 〜3人か） 

里5菜ミツクス . 2 7 0す 

豚薄切り肉 . 8 0を 

日塩、こしよう . 各か々 

I しようゆ . 大さじ 


[fEUli 

可一た I 


▲ 
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材料別から X こ: I - を選ぶ使つが二: L - かがニユ-を選ぶ 


•肉類、魚介類、卵 • 豆腐、野菜類、米•麵•ル 
麦粉類、乳製品の材料から乂ニューを選ぶこと 
ができまず。 

ドアを開けると電源が入りまず。 


•細曲 a ド巧 

龜 入 H 、 ド 


に合った付属品と食品を 
ドアを閉める 
スチームを 使う 乂ニューは 給水タン 
クに満水ラインまで水を入れてセツ 
卜ずる 

ニューによって使う付属品が異なりまず。 
操作手順や料理集、液晶画面のイラストに 
従い、正しくセットしてください。 


才ート調理で使う付属品一篇〜 32) 


〇 


曲料別 I をタツチし、 I 肉類を タツチずる 


[ ぁたため〕-ス 

綱集から 

巧ったたュ- 

I 昭凍•下ゆで 

スピード 
簡単-便利 

微別 


トト:欄別 



角崩 

卵 

. 豆腐 

も 

米•麵 
小^^頁 

輩熙品 




を"を肉] をタツチずる 


朴肉類 

牛肉 

豚肉 

鶏肉 

肉 

咖に品 



e 


八ンバーク 1 をタツチずる 


トト1ひき肉 尽前] 1 / 7 を功 

ハンが 

ハンバーグ 

圆設 


ピーマンの 
肉詰め 


厳!ハンバーグ 


•最近使った X ニューが自動で記憶されまず。 
(最大 20 X ニュー） 

ご家庭の定番 X ニューを選ぶとき便ネ D です。 


■細 Ma 

® な 


ドアを開けると電源が入ります。 


;><ニューに合った付属品と食品を 
入れ、ドアを閉める 
スチームを使う;>(ニューは給水タン 
クに満水ラインまで水を入れてセッ 
卜ずる 

XX ニューによって使う付属品が異なりまず。 
操作手順や料理集、液晶画面のイラストに 
従い、正しくセットしてください。 


〇 


才ート調巧で使う付属品一度 f 今 P.21 〜321 


使った乂ニ ューを タツチずる 


あた左め〕-ス 

微ま集から 

と篇んュ- 

婚凍下ゆで 

簡単-如 

料別 

レンジ 

就齡藍れ] 


八ンバーグ をタツチずる 


才 - K 使ったメニュー 

ハンバーグ 

あたため 

ぐ \) 

焼きギョウザ 


B 拉ハンパーグ 1が料] 

プリル皿•高 
テ—ブ J レプレ _卜 

化 上を J 

據 J 

: r 因 

スタートを; 

巧して調理を開始 


※い ンバー_グ| を使ったことがなければ、 


使ったメニュ^には表示されません。 


仕上がり調節をするときは [ S 3 V ] 


グ_曲料」 

を msn\x^ 置 [A ] 

I 


i グリル皿•高 I 
テ-ブルプ1/-卜： 

スター トを巧して調埋を開始 


歎ゴ 


を押してスタートずる 


仕上がり調節をずるときは 


終了音が鳴ったら食品を取り出ず 



ff ゴを巧してスタートずる 


ク 終了音が鳴ったら食品を取り出ず 


■ 愤った;< ニュ ー1 は最近使った20 メニューを記憶 
しておくオートメニューです。 

■匿五置兰^は「仕上がり調節」の設定を記憶 
していまず。 

■工場出荷時には、メニューは記憶されていません。 

■ I 使った乂二。 の内容を消去したい場合は「使っ 
た>(ニューを全消去ずる」を参照する。 F»P-87] 

































































































































































































知つておいていただきたいこと 


下記の内容に十分ご注意いただき、ご使用ください。 


パイプの水抜き 



〇 

© 

〇 


テープルプレートをセットして、ドアを 
閉める 

表示部の「初期画面」を確認し、 

給水タンクを本体から引き抜く 


お手入れ•設定をタツチし、 


パイプ水抜き」をタッチずる 


f 辯を押してスタートずる 


終了音が鳴ったら水抜き完了 


レツグ カバーのお 手入れ 


参レッグ カバーはスチーム 調理な ど、 水蒸 
気が結露したときの露受けでず。こまめ 
にお手入れしてくださし、。 

給水タンクを外してから、左ち前方のく 
ぼみに指をかけて、上方にかるく持ち上 
げながら手前に引いて外しまず。 



給水タンクを外してから 


※セットずるときは、確実に奥まで押し込 
んでください。（確実にセットしないと、 
水ちれやスチームず足の原因となります。） 


肉や魚の解凍は 
トレーのままで 


•包装を外し、トレーのままテーブ 
ルプレート中央にのせてください。 
•半解凍(七〜八分解凍)状態に仕 
上げまず。 

(解凍後 3 〜 5 分放置して、自然解 
凍する） 

♦分量の目安は100〜100 Og 
参グリル調理•オーブン調理の後 
は加熱室が熱くなっているので 
ドアを開けて;令ましてから使っ 
てください0 f 今 P .64、65 j 


レンジ加熱で黒皿や夕 J ル皿、 
グリル皿ふたなどを使わない 


•付属の黒皿や金属の調理道具 
(アルミホイル•金ぐしなど) を 
使わないでください。 序 P ■骑 
咐属のグリル皿、グリル皿ふたは 
クッキングガイドに記載の使いか 


たに限り使えまず。） h > P .20 〜321 



食品の分量にあつた 
容器の大きさ 


•容器の大きごは、食品 
を入れたとき、八分目 
くらいになる大きさが 
適当でず。 

•適合ずる容器が無い 
ときは、「手動調 S (レ 
ンジ加熱）」で様子を 
見ながら加熱してく 
ださい。 1-»ド|72、73 ) 


2個仪上の食品の同時あたため 


■お総菜は少し間を離して、飲み物は中央に寄せて置きまず。 

r'L へ 

■オート調理で保ち温度や種類の異なる食品を2品同時にあたためる場合 

•常温と常温、常温と冷蔵、冷蔵と;令蔵の2品同時あたためは 

•を凍と;令蔵の2品剛 t あたためは 1008;令凍(左)と;令蔵(も) |〔■» P •55] 

•上記从外の食品は手動調理（レンジ加熱)で様子を見ながらあたためます。 [- > P -72.73 ] 


■才ート調理で同じ食品 
を2個从上同時にあたた 
める場合は、食品の分量 
や容器の大きさ•重さを 
同じ< らいにしまず。 































































突然の沸とつし注意 


今 P .13 


•飲み物(水、牛乳、お酒、コーヒ ー 、豆乳 
など）やカレーやシチューなどとろみ 
のある物、油脂分の多い生クリーム、バ 
夕一などは、加熱中や加熱後に、突然、 
沸とうして飛び散り、やけどのおテれ 
があるのでミ主意する。 


•開口が細い容器は特にを意し、 
ルさなカップ、マグカップち 
を意ずる。 

•飲み物は加熱前 
と加熱後にかき 
混ぜる。 



やけどに注意 


•才ーブン腿•グリ All 腫， 
スチーム調理およびお手 
入れの脱臭と清掃の後は、 
本体（ドア、キャビネット、 
加熱室とテの周辺)に触れ 
なし、。 


こんなとさは 


こんなときはな障ではありません、次のことをもう一度確認してください。 

修理を依頼される前に次の点および取扱説明書をもう一度お調べください。 〔今 P .9 卜 97] 


電源が入らない 
時々電源が入らない 


• ドアを開閉し、表示部に r 初期画面」が表示されボタンやタッチ操作を受け付け 
るか確認してください。(待機時消費電カオフ機能が働くと表示部の表示が消え、 
ボタンを受け付けません） 


液晶タツチパネルを 
タツチしてち動作 
しない 


•操作ずる手に手袋やばんそうこうをしてタッチしていませんか。つめでタッ 
チしていませんか。液晶タッチパネルのボタンを操作ずるときは指でタッチし 
てくださし、。 

参隣のボタンを同時にタッチしていませんか。意図しない操作を防止ずるため、 
2つのボタンを同時に触れたときは受け付けません。 

参液晶タッチパネルにミちれや水滴、中性洗剤が付着していませんか。 

液晶タッチパネルがミちれているとボタンに指が触れたと認識でさず、 

動作しないことがありまず。ミちれをふさ取ってください。 


才ーブン予熱中に •予熱中は節電のたゆ庫内灯を消灯していまず。予熱中に加熱室内の様子を見たい 

庫内なが消なしている ときはを押ずと約5秒間庫内灯が点灯しまず。 


•トリプル重量センサー ( GPS ) の「0点調節 J をしてください。 F » P -5 J 
冷凍したごはんなどが » |002 冷凍ごは 屈 で プラスチックの容器またはラップに包んで加熱してください。 

つまくあたにまらない 断 go 5 解凍あたために 加熱ずるときは必ず容器(平皿)にのせて加熱してください。 

容器の大きさは、食品を入れたとき、八分目くらいになる大きさが適当でず。 


レンジのとさ •黒皿(黒色ホー□—皿)やグリル皿を入れ、にン到で加熱していませんか。 

乂巧（スパーク）がでる •加熱室壁面やテーブルプレートに食品くずがついていませんか。 


スチームが見えない 


•オーブン運転時は高温になっているためスチームが見えない場合がありまず。 
また、オート調理は、メニューによってスチームの量が異なりまず。 

スチーム発生時は「スチーム_!「過熱水蒸気」が点なしまず。 


加熱中、表示部やドアが 
くもつたり、水滴が落ちる 


•メニューによつて食品から出た水分が水蒸気となり、表示部やドアの内側がくもる 
ことがありまず。 

ドアの内側などに露がつき、床に落ちたとさは、ふさんでふき取ってください。 


加熱室内に白い粉が 
付着ずる 


参白い付着物の成分は水道水に含まれるミネラル分（カルシウム、マグネシウム) 
が蒸発して残った物でず。ミネラル分は有害ではありません。固く絞っためれ 
ぶきんでふき取つてください。 


調理が終了してもフアン 
の風切り音がずる 


•繰り返して調理した後(合計時間8分从上の場合)や、 とりけし を押したとき、 
電気部品を;令却するためファンが3分間回転ずる場合がありまずが故障ではあ 
りません。冷却が終了ずるとフアンは自動的に停止しまず。 
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